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〇研究概要

〇研究内容

〇まとめ

繊維強化複合材料の要求性能からそれを実現するプロセス条件を見出すことの
できるAI技術の開発を目的とし、混練、射出成形条件によるアウトプット情報（混
練時のスクリュートルクや樹脂圧力、射出成形時の射出圧力）の取得、成形品の
物性や内部状態の評価を実施し、混練、射出成形条件が成形品性能に及ぼす
影響を解明した。混練時および成形時のデータ収集により成形品の物性値を予
測できるシステムを構築し、予測値と実測値を比較したところ予測値と実測値は
近い値を示しており精度よく予測できていることを明らかにした。また、目標値を
AIモデルにインプットし出力された成形条件にて作製した成形品の実測値はイン
プットした目標値と近い値を示しており、開発したAIモデルは目標値を達成する
条件を見出すことができることを確認した。

・二軸センサデータとペレット物性、成形機・金型データと試験片物性の間に高い
相関がみられ、センサなどのデータからペレットや試験片の物性を予測することが
可能と考えられる。
・材料・二軸混練・射出成形の条件を変更し作成したAI モデルを用いて、複数の
目的変数を両立する条件を探索することができた。
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